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※概要（Summary）： 

セラミクスや金属のナノ粒子を混合させて機能材

料にするための，高効率なマイクロミキサーの開発し

た．従来のメカニカルミリング・硬化プロセスを連続

で行うことができ，多種少量生産を安定に行うことが

出来る． 

 
※実験（Experimental）： 

セラミクスまたは金属粒子のスラリーを効率よく

混合するために，壁に微細な溝を有するマイクロチャ

ネルを作製する．まず，高速大面積電子線描画装置，

マスク・ウェーハ自動現像装置群を用いて作製したフ

ォトマスクで，二段階露光を用いて溝およびチャネル

を有するフォトレジストのパターンを作製する．それ

を鋳型にして熱硬化樹脂（PDMS）を成形する．この

PDMS チャネルをガラス基板に貼り付け，微細溝付マ

イクロチャネルを作製する． 

このマイクロチャネルに，蛍光粒子を混ぜたセラミ

クススラリーと混ぜていないスラリーを流し，その混

合具合を光学顕微鏡で観察した． 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

 図１に，作製した壁面溝パターンの概要を示す．左

から入った２種類のスラリーは，チャネル内で溝によ

って 90 度回転する．回転したスラリーをそれぞれの

相で二つに切るようにチャネルを分ける．それぞれの

チャネル内で 90 度回転，その後合流させる．このサ

イクルで，最初の真ん中にあった 2 相界面は 3 箇所に

増える．すなわち相の数が 2 倍になる．これを繰り返

すことで 2 相界面が増え，混合が促進する． 

 

 

 

図 1．壁面溝パターンの概要 

 図２に，その実験結果を示す．１サイクル後に相の数

が２倍に，２サイクル後には４倍になっていることがわ

かる． 

 

図２．蛍光スラリーの混合観察結果 
※その他・特記事項（Others）： 

 今後は，粒子の種類の異なるスラリーを効率よく混合

する実験が必要である． 
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